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第 1 章は序論であり、本論文の背景となる道路橋における RC 床版の損傷事例とそれを取り巻く環境の変化を分析
し、道路橋 RC 系床版の構造合理化の方向性を示唆するとともに、本研究の目的と概要を述べている。
第 2 章では、 RC 床版に作用する外力q特性と耐荷機構からその限界状態を定義し、この視点で設計法の現状を分
析するとともに、現行設計法の問題点を抽出し、疲労耐久性の観点に立った合理的な床版構造について検討している。








第 5 章では、最近になって高耐久性床版として認知されつつある合成床版のうち、著者が考案・開発した FRP 合
成床版について、これまでに実施した一連の静的、および疲労耐久性試験の結果から本床版の耐荷力と耐久性を明ら
かにし、本床版の高耐久性と長支問床版としての有効性について論じている。





















(3) 新素材である FRP を用いた合成床版構造を提案し、その耐荷性能、耐久性能を明らかにするとともに、本床
版の設計法を提案している。
性) プレキャスト PC 床版の現場継手工法の問題点かち、新たな継手工法を提案するとともに、本継手構造の耐荷
力、耐久性を明らかにし、最適ラップ長を提案している。
以上のように本論文は、道路橋 RC 床版の劣化、損傷問題を解明するとともに、長支間床版にも対応できる新しい
構造形式や継手形式を提案したものであり、橋梁工学および土木工学の進歩に寄与するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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